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ちを／しぼった をんなを／およめに やったは／この ばうさん だ」（第10連）のように，
後半になっても各連がコンパクトで快適なリズムを生んでいるため，むしろ読み聞かせには適し
た翻訳といえるだろう。この作品の挿絵も「登場（人）物紹介」型であるうえに，うち数点は洋
書の挿絵をそのまま流用したものである。
暗誦うたとしての性格を活かすならば体言止めが有効な手段となる。その最初の例は1967年
出版の子ども向け文学全集に収録された内野富夫訳かもしれないが（14），「ジャックのつくった家」
の部分に挿絵は添えられていない。同じ体言止めでもさらに音読しやすいのは谷川俊太郎が訳し
た「これはジャックのたてた いえ」である。日本のわらべうたや舌もじりなどを手掛かりにマ
ザー・グースを日本語に移植した谷川の訳文は，音の響きやリズムを最大限に尊重しており，ま
さに「口で唱え耳で聞く」にふさわしい仕上がりになっている。
谷川の『マザー・グースのうた』は，1975年から76年にかけて5巻本で出版され，たちまち
大人気となり今なお増刷されているロングセラーである（15）。だが，人気の秘密は，訳詩の素晴
らしさだけでなく，すべての詩に添えられた堀内誠一による白黒の鉛筆画に負うところも大きい
（図4）。先に挙げた翻訳作品がいずれも「挿絵つきの本」であるのに対して，『マザー・グース
のうた』は狭義の「絵本」として評価できる作品だといえる。堀内の絵がテキストの単なる添え
物ではなく独自の物語世界を表現し，独創性あふれる谷川の訳詩と相乗効果を生んで，読者にさ
らに大きな想像の余地を提供しているからである。ここで堀内は，1連ごとに1カット添えると
いう形式，つまり「登場（人）物紹介」の体裁をとりつつ，第1連に登場する「家」を「ジャッ
クのモルト（JACK・SMALT）」という看板を掲げたレンガ造りの倉庫あるいは店舗を思わせる
立派な建物として描き，建物の前には丸々と太った紳士と膨らんだモルトの袋を配している。こ
うすることで，わずか13字のテキストに豊かな背景を与えているのである。モルトで財を成し
たらしい紳士の「家」と見開きを成すページには詩行2連，3連，4連が並ぶが，その下に描か
れた「モルト」「ねずみ」「ねこ」をよく見れば，袋の穴からこぼれたモルトの山にねずみが手を
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図4 谷川訳・堀内絵『マザーグースのうた』（1975）
pp.4647pp.4849pp.5051
かけ，そのねずみのしっぽを猫がふんづけているというように，テキストと共鳴する連続性が付
与されていることがわかる。また，第5連の主役である犬には，ボクサーやブルドッグを思わせ
るような不敵な面構えと湾曲した短い脚を与えているが，その個性は，・worriedthecat・とい
う一節を「ねこを／いじめた」とした谷川の訳詩の独創性と響きあう。さらに，第6連のきりり
とした目元が印象的な美

人

牛を見れば，角で犬を突くという乱暴な行為も，「ねこを／いじめた
いぬ」に対する正義の女神の鉄槌であるかのように思えてくる。
堀内の絵のなかでもひときわ独創的なのは，第7連の「めうしのちちをしぼった／ひとりぼっ
ちの むすめ」と第8連の「むすめにキスした／ぼろをまとった おとこ」である。多くの画家
たちが，娘の表情に悲しみや憂いを描いているなかで，堀内の絵から伝わるのは不安や怯えであ
る。娘の視線は背後に向けられており，天秤桶の揺れや足の角度は，彼女が走っているのではな
いかと想像させるような動きを示している。そして彼女の視線の先に描かれているのが，変質者
を思わせるような表情を浮かべた男の姿なのである。従来，この第8連と続く第9連は幸福なイ
メージで捉えるのが一般的であった。たとえばコールデコット版でも，憂鬱そうな表情を浮かべ
ていた娘（22）は，最終的にぼろ服の男と仲睦まじく肩を寄せ合って家路をたどっている（24）。
原詩には男の結婚相手が明示されていないにもかかわらず，多くの画家が第7連の主役と第8連
の主役を第9連で結婚させるという形で視覚化しているのも，このような解釈の延長だと考えら
れる。しかし，堀内が描いたような怯える娘と不気味な男にハッピーエンドはありえない（16）。
実際，第9連に幸福な男女が姿を見せることはなく，主役の聖職者も，驚くべきことに後姿で登
場する。だが，他に例を見ないこのユニークな構図は，古めかしい衣装のシルエットを示して聖
職者の権威を感じさせる一方で，毛のない頭部を焦点化しているため「つるつるあたまの ぼう
さん」という訳詩に共鳴して，その滑稽さを際立たせる効果もあげている。続く第10連の構図
も独創的である。雄鶏はベッド枠につかまって時を作り，聖職者は布団のなかからそれを迷惑そ
うに見上げている。寝ぼけ眼の聖職者の姿は，太陽の照りつけるなかで種まきをしている第11
連の主役と好対照をなし，農夫の健全さがいやでも浮かび上がってくる。モルト御殿の前に立つ
紳士で始まり，広々とした畑で汗を流す農夫の姿で締めくくられるこの「物語」は，勤勉に生き
る人間への賛歌なのかもしれない。こうしてみてくると，堀内の絵は，1連につき1点ずつ添え
られた「登場（人）物紹介」のタブローのようでありながら，実は，相互に連携して独自の物語
を紡いでいることがわかる。しかもそれは，谷川の訳詩に寄り添ったり離反したりしながら，読
者の想像力を喚起しているのである。
モーリス・センダックによれば，マザー・グースに絵をつける方法は二つしかないという。一
つは「直接的でナンセンスでないアプローチ そこに出てくる事実をわかりやすい現実的なイ
メージとして提供するやり方」（15）であり，もう一つは絵によって歌の「あらゆる陰翳やニュ
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アンスを高め，より大きな意味を与える」（17）やり方である。センダックはコールデコットを
後者の最良の例として称賛しているが，堀内誠一も間違いなく後者のアプローチでマザー・グー
スと向き合った画家である。そのように物語性豊かな堀内の絵と谷川の訳文を組み合わせた翻訳
書は，70年代後半の日本に一大マザー・グース・ブームをまきおこした。英語学習用の注釈本
という形ではあったが，オピー夫妻のペーパーバック版『わらべうたの本』（ThePuffinBookof
NurseryRhymes,1963）の一部が，『TheBookofNurseryRhymes（ナースリィ・ライム・ブッ
ク）』というタイトルで日本へ紹介されたのはこの時期のことである。原著は夫妻がわざわざ子
どもの読者のために編んだもので，ナルニア国〉シリーズの画家として有名なポーリン・ベイ
ンズ（PaulineBaynes）の古風で温かみのある挿絵の魅力もあって，長らくイギリスの子ども
部屋を席巻した名著である。なかでも ここに収録されている ・TheHousethatJackBuilt・は，
各連の「主要登場（人）物」部分に絵をあてはめた，いわば「判じもの」スタイルで表現されて
いて独特の面白さがある（図5）。
岸田理生の訳詩にケート・グリーナウェイ（KateGreenaway）の絵をちりばめた『マザーグー
スの絵本』（全3巻）も個性的な作品である（図6）。第3巻に収録された「これはジャックが建
てた家よ」の部分にグリーナウェイの挿絵はないものの，文末に終助詞「よ」を付した女性的な
訳詩は，明らかにグリーナウェイの作品イメージを意識した文体である。また第2連以降では
「これはジャックが建てた／家

のなかにあったもやしよ」（傍点筆者）というように，先行する連
の「主要登場（人）物」を文頭に持ってくることで，各連をまとまりのあった一文にすると同時
にその連の主役にスポットライトを当てている点にも工夫が見られる。最も興味深いのは，第
11連の後に「わたし，今，とてもたいくつしているので，もう少しつづけてみます」（123）と
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図 5 オピー夫妻編『TheBookofNurseryRhymes
（ナースリィ・ライム・ブック）』（1978）
pp.89
図6 岸田訳『マザー・グースの絵
本Ⅲ』（1976）
表紙
述べて，「お百姓さんをおどろ
かせたいたずらっ子のアンよ」
「いたずらっこのアンを怒った
／アンのママよ」を加えた2連
を提示し「あとはみなさんにお
まかせします（中略）長く長く
つづけてください」（125）と読
者の参加を呼び掛けている点で
ある。
岸田の師にあたる寺山修司も
「これはジャックの建てた家」
のタイトルで訳している。寺山
は，弟子とは対照的に各連の主役を詩行の最初ではなく最後に揃えてみせた。「これはジャック
の建てた家／で

つくったこうじ／を

食べたねずみ／を

殺した猫」（傍点筆者）というように助詞
が詩行の頭に置かれるその文体は，岸田訳より暗誦に適している。また，岸田訳が各連の主役の
みにスポットライトを当てていたのに対して，寺山訳では先行する連の「主役」たちにも等しく
読者の注意を惹きつけている。問題は，詩行が積み上がっていくにつれて増える「主役」たちに
対して，絵が新たな登場人物のみを提示するため，のちの連へ進むほどテキストと絵の不均衡が
目立つ点である。寺山版『マザー・グース』を彩っているのは，エドワード朝イギリスの子ども
部屋で人気を博した妖精画の名手アーサー・ラッカム（ArthurRackham）の挿絵である（図7）。
繊細な線で洗練された雰囲気を醸し出すラッカムの絵は，そもそも1913年にイギリスで出版さ
れたわらべうた集のために描き下ろされたもので，それ自体は大変魅力的ではあるものの，寺山
による訳詩との相関性は希薄である。グリーナウェイの絵に対する意識が明確だった岸田とは異
なり，寺山にとってラッカムの絵は単なる添え物だったようである。
おわりに まとめと今後の課題
以上，英語わらべうた「ジャックのたてた家」をもとにした様々な絵本について確認してきた。
コールデコット版の分析からわかったのは，近代絵本の成立要件とは，テキストの添え物ではな
くテキストと互角に物語を紡ぐ力を持つ絵の存在だということである。そのような絵の力は，形
態に左右されるものではない。テキストに添えられた小さな挿絵（カット）のように見えても，
独自の物語を紡ぎだす絵があることは，谷川&堀内版で確認した通りである。「ジャックのたて
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図7 寺山訳『マザー・グース』（1984）
pp.4849
た家」のようにテキストが先に存在する場合，テキストだけでは表現しえない物語世界をいかに
提示できるかという点で，画家の力量が問われることになる。コールデコットや堀内は，テキス
トの背後にある物語を自らの想像力で補って表現することで原詩に新たな価値を付与しているの
である。彼らの絵本に共通するのは，それを読めば，原詩をよく知る者ですら新たな物語世界を
経験し，新たな感動を得られるという特長である。この意味で，彼らの絵本は原詩とは異なる価
値を持つ独立した作品だといえる。逆に言えば，先行するテキスト（原詩）以上のものを提示し
えない絵本に，そもそも存在意義があるのかと問う必要があるのかもしれない。今回は紙幅の都
合上論じることがかなわなかったが，「ジャックのたてた家」をもとにした絵本については，20
世紀以降も数多く出版されており，中にはコールデコットや堀内とはまったく異なるアプローチ
で独自の物語世界を表現した画家の作品もある。これらの分析については，他日を期すこととし
たい。
また，わらべうた「ジャックのたてた家」をもとにした広

義

で

の

「絵本」の日本における受容
史を紐解くなかで確認できたのは，絵本におけるテキストの重要性であった。同じわらべうたを
もとにしていても，文体，ことばの選択，語順，区切り場所などによって，テキストの作り上げ
るイメージは全く異なる。さらに，どれだけの名訳ができようとも，「絵本」としての完成度は，
絵と組み合わせたうえで評価されるべきものであることも改めて確認できた。つまり，広義・狭
義にかかわらず，翻訳絵本の名作は，絵に対する敬意と理解を欠いた翻訳者や編集者には決して
生み出しえないものなのである。
そもそも「口で唱え耳で聞く」わらべうたは，子どもたちの想像力や創造力を磨き，豊かな言
語能力を育む文化財として継承されてきたものである。「ジャックのたてた家」を例にとれば，
子どもたちはその暗誦を通して，言葉のリズムや響きに慣れ親しみ，詩の背景を想像したり，そ
の続きを自ら創造したりして楽しんできた。これに対して「目で見る」要素が加わった「絵本」
というメディアは，「口で唱え耳で聞く」だけでは得られない新たな価値を提供できるならばよ
いが，そうでなければ，わらべうたが本来持っていたこのような力を削ぐばかりとなってしまう
のではないか。とくに近年，日本では，幼児教育界で絵本の読み聞かせが強く推奨されることと
連動して，詩やわらべうたをもとにした絵本が次々と出版されている。このことの是非や，絵本
というメディアの特質を生かした活用法については改めて議論すべきではないだろうか。この点
については今後の検討課題としたい。
（1） オピー夫妻は，TheOxfordNurseryRhymeBook（1955）には，農夫の所有する馬と猟犬と角笛
が登場する12連目の加わったバージョンを収録している。各連に古いチャップブックから集めた挿
絵を1枚ずつ添えているのも，事典との違いである。ちなみに，古いチャップブックの中には，第10
134
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連ののちに「キツネ」「犬を連れてラッパを持ったジャック」「馬」などを加えた16連バージョンを
収録したものもある（TheHistoryoftheHousethatJackBuilt:ADivertingStory,London:John
Harris,1800）。
（2） 但し，第11連の・Thisisthefarmersowinghiscorn/Thatkeptthecockcrowedinthemorn・
の下線部分は，コールデコット版では ・whosowedthecorn・・fed・にそれぞれ変更されている。
（3） WiliamCowperの原詩は，1782年にPublicAdvertiser紙に掲載され，詩集TheTask（1785）
に収められた。
（4） このチャップブックのテキストは「にわとり」までの10連バージョンである。
（5） ジャックを単なる大工として描く場合もある。たとえば今日入手できるものとしては，Diana
Mayo,TheHousethatJackBuilt,Oxford:BarefootNooks,2001や，J.P.Miler,TheHousethat
JackBuilt,NewYork:AGoldenBooks,1982.などがある。
（6） 油断しきった様子で立ち上がっていたねずみの姿と獲物を狙う猫の姿で構成した見開き，ねず
みが猫の爪におさえつけられている場面（11）と猫の背後を犬がうかがっている場面（12）で構成し
た見開きなどにも，同様の含意が読み取れるかもしれない。
（7） ストーリー展開にそぐわない絵の配置は，白黒ページと彩色ページを別印刷して綴じるという当時
の印刷製本工程の結果にすぎないという説もあるが（バンクストン 47），完成品と同サイズの白紙本
を作ることまでして構成を考えていたコールデコットが，あらかじめ彩色ページと白黒ページの位置
を特定していなかったはずがない。時間軸に逆行するような絵の配置は，コールデコットが意図的に
行ったものだと考えるほうが妥当であろう。
（8） なるほどたしかに，西洋では石造りの建物に職人が自らの銘や印を刻む風習がみられるが，それは
たいてい控えめに行われ，しばしば見えない部分に彫られることを考慮すればこの解釈には割り切れ
なさが残る。
（9） 決して荒唐無稽な解釈ではない。たとえば，比較の対象として先に挙げたチャップブック（1824）
には，・TheHousethatJackBuilt・とあわせて，・TheHistoryofJackJingle・と題した物語が収
録されている。良い子のジャックが領主に気に入られて教育を授けてもらい，その勤勉さゆえに信頼
を得て馬車と土地まで与えられて家を建てた，という内容のわずか4ページの短い物語だが「これが
今日ジャックのたてた家と呼ばれている」という言葉で締め括くくられており，詩の背景説明のよう
な役割を果たしていることがわかる。また19世紀末には，路上でかっぱらいをしていた少年が長じ
て孤児院を建てるという物語のサブタイトルとしてこの詩が使われている例もある（F.M.S.Hope
On:TheHousethatJackBuilt,Edinburgh:ThomasNelsonandSons,1877）。このように，「ジャッ
クがたてた家」の詩句に立身出世の物語を重ねることはしばしば行われてきた。
（10） たとえばバンクストンの解釈は以下の通り。「犬を可愛がっていた娘の悲しみはどれほどであった
だろう。しかし，娘には日課である牛の乳しぼりの時間がきている。彼女は泣く泣く犬の埋葬を父親
にゆだねて，涙をぬぐいつつ牧場の牛のところへ行く」（5153）。
（11） たとえば『絵本木馬』第5号（木馬座出版局，1954年8月），78。訳者名の記載はなく，粗雑な
挿絵がつけられている。
（12） 違いは，第9連「ぼろを着た男を」→「ぼろを着た男と」，第11連「穀物を蒔いた」→「穀物を蒔
いてゐる」の2か所のみ。
（13） なお，・manaltatteredandtorn・が登場する第8連についてはまるごと削除されている。
（14） 全集自体の刊行開始は1964年。「マザー・グース」は『ガリバー旅行記』『ロビンソン・クルーソー』
などとともに収められていた。
（15） 谷川訳に和田誠が挿絵をつけた『マザー・グース』も4巻本で出版されている（講談社文庫，1981年；
講談社198485年）。堀内版と和田版を比較すれば，作品全体の印象に与える絵の影響力がよくわかる。
（16） 堀内の絵は，大人の戯れ歌，労働歌，性的な囃子歌なども混入しているマザー・グースの本質をふ
まえた解釈ともいえる。
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